[image: image1.png]IEs
)

A



[image: image2.png]


[image: image3.jpg]


 

　
ＰＦＡＳ汚染対策を国･都に求めて





2023/9/18


参加者の


感　想





第221号（２面）2023年9月27日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html











みんなで参加しましょう！


１０･５九条の会大集会


==大軍拡反対！ 憲法改悪を止めよう





　任期中に憲法を改正するという岸田首相の度重なる言明と憲法審査会の異常な運営、異様な速さで進む南西諸島のミサイル基地化は、憲法９条がかつてない危機に瀕していることを示しています。


９条を護るたたかいは、いまが正念場です！





日時：10月5日（木）19：00～21：00


場所：なかのZERO大ホール


　挨拶：澤地久枝さん(｢九条の会｣呼びかけ人)


　お話：田中優子さん・中野晃一さん


　地域・分野別９条の会からの報告





  　＊調布からの参加者は、　


京王線新宿駅「西口側改札口」前で


１８：００に待ち合わせましょう！








第１９４回(10月)例会(フィールドワーク)





靖国神社と遊就館見学　参加費1500円


ガイド：長谷川順一さん


　　　　　　　東京の戦争遺跡を歩く会･主宰／


　　　　　　　｢防衛相市ヶ谷記念館を考える会｣


　　　　　　　共同代表／元新宿区議会議員


日時:10月２２日(日)13:00大鳥居下集合


コース:靖国神社→遊就館→九段下の戦跡





第１９５回（11月）例会　参加費300円





お話と映像 ｢玉砕｣の島 語られなか


った真実　サイパン･テニアン


お話：太田直子さん


　　　　　　記録映像制作者／早稲田大


　　　　　　　　学ジャーナリズム大賞受賞


日時:１１月１１日(土)13:30～


場所:あくろすホール





第１９６回（12月）例会　参加費300円


＜九条の会大行動呼応／｢憲法ひろば｣発足１９年＞





改憲論議の現状と私たちの課題(仮題)


お話：大江京子さん


　　　　　　　弁護士、改憲問題対策法律


　　　　　　　家６団体連絡会・事務局長


日時:１２月１０日(日)13:30～


場所:あくろすホール


























▼行政･国を動かす力！ さらに





　ＰＦＡＳの有害性については、市民からの運動に始まり、血液検査で実証し、徐々に行政・国を動かす力となっているようだ。すばらしい。この力でさらに広く深く汚染を追及して安全な水に。（深大寺北町・　二見真由美）





▼全住民の問題、市が方針を示せ





私たちの日常生活に深く関わる全住民の問題です。毒性のわかっていることは今すぐにも禁止してもらいたい。20～30年にもわたって水を飲んでいる私たちは、検査をすれば冒されていない人はいないのではないか。市の公報で今後の方針を示してもらいたいです。


（無記名）





▼命と健康を守る行政責任は重要





講演の前に行なわれた最初の訴え、地道に息長く運動を続けていらっしゃるなかで起きた鈴木さんの問題、市民の傍聴の権利に対する不当な攻撃だと思います。力になれればと思いますが、どうすれば効果的か。傍聴席にバリアフリー席を設けてもらうようにすることでしょうか。ご一緒に考えられればと思います。根木山さんのお話、「汚染責任者」の追及と、行政に住民の命と健康を守らせる責任を求めるため、血液検査、土壌調査、水質調査を求めることが必要だと再認識しました。地域でこういう学習会ができるといいと思います。


（深大寺東町・蔵貫隆子）





▼誰も命の根源である水を汚してはならない





米国では01年米軍や化学工場のＰＦＡＳ健康被害を受けて住民の運動、訴訟が起こり、国は直ちに７万人を調査し基準も次々に厳格化するなど速やかに対応してきた。日本でも京大の小泉先生の嘉手納基地周辺の水質調査などで、米軍が70年頃から使った泡消火剤が米軍基地周辺の河川･井戸水を汚染し、ＰＦＡＳを使うメーカー、各種工業製品等による汚染が明らかになっている。


東京都は04年頃に河川や地下水の調査をしたのに、汚染情報を公表したのは18年。あまりに時間が経っている。都が知っていれば当然国も知っているはず。国民の命に関わることなのに隠蔽されてきたのだ。なぜ米国の様にすぐ対処しないのか。あまりにも国民を愚弄している。土や水が汚染されている今、国・都・各自治体は連携して汚染源を調べ、実態を市民に知らせると共に早急に対策すべきだ。米軍基地や各企業の責任でもとの綺麗な河川や地下水に戻してもらう事が急務だ。誰であっても、動植物の命の根源である水を汚してはならない。


（下石原・進藤玲子）





▼地道な検査と調査が運動を広げる





　会場は満席、関心の深さを示す。「水」に有害物質が溶け込んでいては生きていけない。根木山さんは、自主的な血液検査で人体に有害物質が蓄積していることを明らかにし、私たちを有害物質と改めて向き合わせてくれた。汚染の源はどこか、危険の基準は？　みなが疑問を持ち何とかしようと思う。地道な検査と調査が実態を知らせ、運動を広げて行くでしょう。


（菊野台・大野哲夫）





▼血液検査を受けてみたくなった





｢水の汚染｣…漠然とはわかっていたつもりだったが、参加して自分が何もわかっていない事に気付かされた。冷静沈着だがしっかりとした口調で、解りやすい根木山さんのお話に、仕事の疲れも忘れてしまうくらい引き込まれた。と同時に背筋が寒くなるような気持ちに…。地下水を使った水道水が汚染されている、何という事だ！　我々地球上の生物にとって、これなくして生きてはいけない大切な“水”。昔から美味しいと評判だった調布の水。井戸水･湧き水でいれたお茶のうまさは格別。その大切な水が汚染されているなんて！　そして更に知りたい。ＰＦＡＳが長く残留した場合の健康被害は？ その毒性と健康リスクは？ 安全な“水”に戻すためにはどうしたらいいの？ 友人が自主的に「血液検査」をしたと言う。私も「血液検査」を受けてみたいと強く思うようになった。


　（小島町・荒井いずみ）
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